
令和７年度仁木町地域おこし協力隊活動報告書

氏名 深見　俊介 活動年数 　　　　　　　2年

活動目標

１.学習支援
地域の子どもの学力・学習意欲の向上に努める。　
a.「寺子屋study」
教育委員会と協同して主催。仁木・銀山小学校の4-６年生を対象に放課後に学
習教室を開催する。
b. 学校支援
小学校の教室に入り支援活動を行う。内容については協議しながら進める。

２.有害鳥獣駆除活動
仁木町猟友会と協力して主にエゾシカ、キツネの駆除に努める。ヒグマの出没等
の対策についても積極的に取り組む。

活動内容

１.学習支援
a.平日週4回の学習教室を開催。夏冬休み中それぞれ5回程度実施。今年度からは運
営体制が変更となり、指導者3名から基本的に単独での開催となった。そのため全
員に対し十分な支援を行うことが難しい場面も多かったが、つまずきやすい単元
の確認、継続的に取り組める環境と関係の構築に努めた。また教育委員会からの
要請を受け、7月から中学生に対する学習支援を週2回実施した。
b. 銀山小学校に週2回の支援に入った。主に6年生の英語と低学年クラスの補助を行
った。英語に関しては学習に対する抵抗感を減らしながら正確な発音の基礎を身に
つけることを目指し、概ね達成できたと捉えている。低学年クラスについても夏頃
に比べて落ち着いて学習に取り組む姿勢が身についてきたと感じている。

２.狩猟・有害鳥獣駆除活動
今年度より罠の併用、依頼された農地付近に設置した。猟友会全体で行う巻狩
りを含めエゾシカ50頭ほどを捕獲。アライグマ10頭程度を捕獲。ヒグマについては
出没した畑付近に箱罠の設置を行なったが捕獲はなかった。また山中にて活動中
に2度遭遇するも、薮が濃く発砲には至らなかった。

3.その他
以下３点を行った。
・銀山の柔道場にて週２回の稽古、子どもの指導を行った。
・地域の農家さんの依頼を受け収穫手伝いを行った。
・地域のお祭り、子どもを対象とする芋掘り会や餅つき会などに参加。鹿肉の提供
や活動の補助を行った。



自己評価

●一年間の自己評価及び進捗状況
今年度は、定住に向けた活動の一環として有害鳥獣駆除に重点的に取り組んだ。
エゾシカの捕獲数については概ね目標を達成できたと考えている。罠の併用や農地
付近での対応を進めたことで対応の幅は昨年度より広がったと感じているが、作
物被害の低減にどの程度結びついたのか、十分に検証できていない部分が課題とし
て残った。また罠の設置や管理、銃器を用いた活動の技術面については、なお経験
を積み重ねる必要があると感じている。今後は被害防止と地域や関係者との情報
共有を意識しながら技術の向上に努めていきたい。

●活動初年度からの自己評価及び進捗状況
活動初年度は、地域や関係機関との関係づくりを進めながら、学習支援と有害
鳥獣駆除の両面で基礎を固める一年だった。今年度は、先述したように学習支援
では児童・生徒との関係を深めながら、鳥獣駆除活動でも一定の結果を出すことが
できたと考えている。一方で、学習支援については、教育委員会や学校との連携が
不足し、実施の目的と目標がやや曖昧となってきたようにも感じている。今後は支
援の目的を整理したうえで、より有意義な学習支援へとつなげていきたい。

抱負

学習支援では、日々の支援活動の一回一回を大切に取り組んでいく。有害鳥獣駆
除については、シカ駆除の実効性を確認しながら、ヒグマの被害を防止する活動に
力を入れたいと考えている。

その他




